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Ⅱ．用具・手具・工具

１．脚立

（１）天板に乗っての事故

１．脚立 （１）天板に乗っての事故 ① ６１

プルーンの収穫最盛期で忙しい中、木製の脚立の天板に乗って作業していたところ、

バランスを崩して滑り落ちた。途中、脚立の桟に足が引っかかり、アキレス腱を断裂

した。 （平成25年 9月上旬 10時50分頃、男性・46歳）

事故の概況

注文が相次いで入っていて、プルーンの収穫を急いでいた。例年よりも樹高を高めに作

っていたため、木製脚立（高さ2.5m）の天板の上に右足を乗せ、左足は脚立の最上段の桟

に乗せ、前屈みの姿勢で収穫作業を行っていて、バランスを崩して脚立から滑るように落

下。途中、脚立の桟に右肘と右足を強打。

転落後、しばらくして起き上がり、自力で歩けたので、近くのブドウ畑にいた母に事情

を告げ、自車で病院受診。アキレス腱が断裂。その後、大きな病院に転院、20日間入院し

た。その間、アキレス腱接合の

手術を受けた。退院後、患部を

かばうため、他の部位に負担が

かかり、身体のあちこちに痛み

が生じている。日常生活にも、

時折不自由を感じ、作業も以前

よりも能率が上がらない。（平成

26年6月現在、リハビリのため、

通院中。）

事故原因と対策

収穫を焦っていた上、樹高を

例年より高くしていたため、天板に乗って作業をしていた。例年は、サクランボの剪定作

業の後にプルーンの剪定を行っていたが、この時に限り、サクランボよりも前に剪定した

ため、その分、伸びが多かった。また、剪定時に1～2mの積雪があり、樹高を正確に把握

できず、少なめに剪定した。なお、天板は大きく作業が可能な広さであり、かつ、天板に

乗ることを禁止する表示がない。接地面は平坦であり、問題は無かったが、周囲に枝葉が

あり、高さの危険意識を麻痺させていた。なお、落下地点は土で衝撃は少しは緩和された

が、高所作業であり、ヘルメットの着用は必須である。

その地区では脚立やハシゴからの転落が以前から多発しており、その後地区で、労働基

準監督署の安全研修を受講。それ以来、天板上での作業は行わないことにしたとのこと。

天板：横43cm×縦17.5cm
(踏ざん幅：3.5cm
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１．脚立 （１）天板に乗っての事故 ② ６２

プルーンの摘花作業を７尺脚立の天板に乗って行っていたところ、突然、意識を失

い地上に転落し、肋骨３本を骨折。 （平成26年 5月中旬 16時頃、男性・77歳）

事故の概況

７尺脚立（高さ2.1m）の天板に乗り、プルーンの摘花を行っていて、突然、意識を失い、

地上に落下。摘花作業は朝8時過ぎから夕方6時頃までの長時間に亘り、事故は、午後4時

頃発生。当日は、朝9時頃から夕方5時頃まで、気温が平年より3°ほど高い20°前後で推

移、家族は「暑い日だった」と記憶している。

一緒に作業していた息子さんが物音に気付き、地面に本人が倒れているのを発見、その

時には意識がなく、すぐに救急車を要請、救急車が到着するころになって意識が回復した。

本人は落下の状態や落下時について全く記憶なし。CTとレントゲン撮影で、肋骨の骨折と

首の打撲が認められたが、意識を失った原因については不明。経過観察のため3日間入院。

事故原因と対策

糖尿病があり服薬中。作業による疲れの自覚はなかった。意識を失った理由は不明だが、

内因性の疾患が疑われる。作業に対する焦りなどはなかった。なお、脚立の天板に乗って

作業していたが、天板そのものは大きく作業が可能になっている。

落下点は下草が生えた土だったため、落下時の衝撃は幾分和らげられたと考えられる。

事故当日は、平年よりも高い気温であったが、事故に影響を与えたかについては不明。

樹高はいつもより高めになっていた。また、事故後脚立の安全研修を受講。（前例と同

じ）

天板：横37cm×縦22cm

事故現場のプルーン畑
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１．脚立 （１）天板に乗っての事故 ② ６３

堆肥舎のスレート製の屋根が傷み、堆肥の上に雨漏りがするので修復しようとして

脚立の天板に乗り作業中、転落した。（平成25年 12月中旬 11時半頃、男性・59歳）

事故の概況

雪が積もり寒い日だった。堆肥舎のスレート製の屋根が傷み、雨漏りがするので修理し

ようと脚立に乗った。４脚の脚立は開脚しないように固定した。地面はコンクリートで平

らであったが、長年の風化でがたついていた。７段の脚立の天板に乗れば、修理したいと

思っていた屋根に

届いたので、危な

いとは知りつつ乗

らざるを得なかっ

た。

傷んだスレート

製の屋根を外し、

プラスチック製の

波板に張り替えた。

そのときバランス

を崩し転落した。

臀部打撲。転落し

た時痛くてしばら

く動くこともでき

なかった。それで

も少し我慢をして

いたら何とか回復

し作業に復帰した。

事故原因と対策

修理しようとした屋根の高さは220ｃｍ、脚立は長さ208ｃｍ、立てたときの高さは202

ｃｍであった。天板は横32ｃｍ幅20cmでいかにも乗って作業できるように見えるので、作

業したが、天板に乗って作業してはいけないことを知らなかった。また、農作業にはそこ

に乗って作業をせざるを得ないこともままあり、危険だということになれば安全な棒や手

すりなどの追加を考慮してもいいのではないか。この脚立の踏み台幅は3.5㎝と狭いため

足が疲れると同時に、底の薄い靴を履くと痛く、作業性が悪い。

７段の脚立の天板に乗って、スレート屋根を修理中、転落。
設置したコンクリートは、永年の風化でがたつきがあった。
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（２）不安定設置

１．脚立 （２）不安定設置 ① ６４

梅の実をもごうとリンゴ畑から傾斜になっている斜面に沿って脚立を置き、それを

階段代わりにして登ろうとしたときバランスを崩し、転落した。

（平成23年6月下旬 夕方、女性・72歳）

事故の概況

リンゴ畑の上の畑に梅の木が植えてあり、梅の実をもごうと思い、傾斜を登ろうとした。

少し離れたところに道はあるのだが、近道をと考え、斜面に沿って脚立を寝かせ置いた。

その脚立を階段代わりに登ろうとしたとき、バランスを崩し踏み外して転落した。

しばらく

動けないほ

ど痛かった

が、一晩眠

れば良くな

ると思い我

慢した。翌

日近くの病

院を受診し

た。レント

ゲン写真を

撮り腰椎の

圧迫骨折と

診断された。

特別な処置

はなかった

が、安静が

必要ということで1ヶ月間入院した。

事故原因と対策

少し遠回りをすれば、上の梅の畑に通じる道はあったのだが、近道をしようと考えて脚

立を斜面において、それを階段代わりに使用した。脚立を地面に置くと、３脚の脚立の場

合は1本の足が下にあるために不安定にならざるをえない。そこを這い上がるようにした

ため、数段のところであったが右に傾き、勢いで下まで転落した。脚立を地面に置き、階

段代わりに使用することは極めて危険なことである。

梅

リンゴ園

遠回
りだ
が、
道も
ある

3.1
m、
斜
度

45
°

脚
立

1.8
m

上の梅を収穫しようと、脚立を寝かして梯子
替わりに使い上っていて転倒、腰を強打
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１．脚立 （２）不安定設置 ② ６５

自宅庭の松の翠摘みをしようと脚立の5段目に上ったとき、片方の脚にあてがった

石が外れ、脚立が右側に倒れ、150㎝の高さから平らな石の上に落下し右肘を強打し

た。開放骨折、2週間入院。 （平成26年 7月中旬 16時頃、男性・71歳）

事故の概況

当日は午前中地域の祭りに出て、昼休み後、庭の3.5ｍの松の翠摘みのため6尺6段の脚

立を立て掛けた。足場が7～10ｃｍほど傾いていたので、近くの手ごろな石を片方の脚立

の下にあてがった。1本の脚の置き場に迷ったが、開脚防止のチェーンを外し、松の根元

に置いた。70㎝のチェーンは届かなかった。5段まで上り、大はさみで、翠を切り始めた

とき脚立は傾き、150㎝から落下した。近くに大きな石があったがそこには当たらず、平

らな飾り石の上に落ちた。右側に落ちたので、右肘で体をかばったような形で倒れた。脚

立は傾いたまま、倒れず、外すのに大変なほどしっかり固定されていた。

しばらく我慢し、

その後土曜日の当番

医を探して受診。到

着は午後5時。X線、

ＭＲＩを撮影し、右

尺骨肘頭複雑開放骨

折と判明。感染症の

危険もあるとのこと

で、すぐに手術。全

身麻酔で約1時間。8

㎝ほどの傷があり、

ホッチキスで数針縫

った。2週間入院し、

抗生剤の点滴とリハ

ビリを行った。

事故原因と対策

石を当てたとき、少し丸かったので脚が外れるかも知れないと思った。普段は角材で固

定するのだが、この時は近間になかった。また、孫が近くで遊んでいて、孫に気を取られ

ていた。自宅の庭という安易な気持ちが事故につながった、と本人の弁。

いつも庭木の手入れ時は、開脚防止チェーンの設置、2～3ｍ以上に上るときは安全帯な

どをする。脚立の天板に上るときもあるが、上るときは必ず片手が枝をつかめる状態を確

保している。その確保ができないときは天板に乗らないようにしている。脚立で自在に高

さ調節ができるものや、1本の脚が自由に動くものもあるが、試したことはないが、怖く

て使えない。

翠摘みした松

脚立の脚に置
いた丸い石

６尺６段の脚立を立ても松の翠摘みをした。脚立の脚のがたつき
を直すため、１本の脚の下に丸い石を置いた。脚立の脚が滑り、
脚立が傾き、本人石の上に落下、右腕尺骨肘頭複雑開放骨折。
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（３）踏みざんで滑って落下

１．脚立 （３）踏みざんで滑って落下 ６６

7段の三脚の4段目に乗り、りんごの摘果を行おうと上った瞬間、足が滑り仰向けに落

下し、地面に背中を強打した。 （平成26年 8月上旬 5時半頃、女性・70歳）

事故の概況

朝5時、自宅から約1ｋｍのりんご畑に行き、摘果作業を行った。7段の三脚の4段目に上

った瞬間、足が滑り、120㎝の高さから落下。背中を強打。朝露に地下足袋が濡れていた

ことと、脚立も畑に置いてあり露で濡れていて足が滑った。脚立は倒れなかった。

りんご栽培は48年間の経験があり、今まで何百回も脚立から落ちそうになり、危険は感

じていた。その都度、枝につかまったりして難を逃れてきた。りんご畑の栽培面積は80a

で、やや傾斜がある。事故を起こした現場は13度、その他は 8度から10度ぐらいの傾斜。

仰向けに落下し、背中を強打したためにしばらく痛くて動けず。しばらくして体を動か

すと、手足も動いたので骨折などはしていないと思い、その後も2時間半ほど摘果作業を

継続、自宅に戻った。服を脱ぐと、

左上腕が真っ青になり腫れていた。

落下直前に落ちないようにと、左手

を脚立に巻き付けるようにしたよう

だった。3日ほど我慢したが、背中

も痛く、車で3分のところにある病

院に連れて行ってもらった。骨折は

なく、肉離れといわれ、ベルト、湿

布薬が処方された。入院なし。１か

月間、バイクの運転で少しのバウン

ドでも背中に響き痛かった。その後

は、とくに異常はない。

事故原因と対策

朝露のあったために、地下足袋が滑ってしまった。脚立などに上って作業するには地下

足袋は軽く、足元もしっかり包んでくれるので具合がいいのだが、濡れると滑りやすくな

るというデメリットもある。脚立の踏み段の朝露を布で拭いておけば良かった。

脚立を立てるときに、畑の傾斜に向かって上の方に三脚の1本の足を置く。また、この

三脚の2本の足を常に水平に置くことを心がけている。開脚防止用のチェーンは必ずしも

届かず、いつも外している。チェーンの長さは70ｃｍ、基準角度75度を保つには、90㎝が

必要。この「常に2本の足の水平を保つ」は大いに学ぶ必要がある。

娘からの「いつでも携帯電話を持っているように」という厳しい言いつけを守り、農作

業でも携帯している。楽々フォンの１番は娘、２番を息子にしている。携帯電話が落ちな

いように、首からヒモで吊るし、その上にヤッケを着ることにしている。

朝５時頃、地下足袋を履いて、脚立の４段目の踏みざんで足を滑らせ、
約1.2m落下。背中を強打。脚立は外にあったので露で濡れていた。
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（４）直上直下で作業せず（脚立から身を乗り出す）

１．脚立 （４）直情直下で作業せず（脚立から身を乗り出す） ６７

三脚に乗って、ハウス内に寒冷紗を貼っていたときに落下、右股関節脱臼。

（平成26年10月 午後6時半頃、男性・66歳）

事故の概況

育苗ハウスを、冬季間農業機械の格納庫として利用しており、農機具に直接日光が当ら

ないように、日光遮断用の寒冷紗を貼ろうとして三脚に乗った。一人作業であった。三脚

の下から4段目の棧に乗り、背伸びをしてハウスの鉄骨に紐をかけ、下に引っ張ったとき

に、三脚が右に倒れ、左側に落下し、横倒しとなり肩と肋骨、腰を強打、動けなくなった。

携帯電話で家族に連絡。救急車は、事故後30分ほどで来てくれ、病院に搬送。当日は股関

節の骨折状況を確認し、応急手当となった。股関節の手術は翌々日に行った。

事故原因と対策

ハウス内に寒冷紗を貼る作業は10年ほど行っており、作業には慣れていた。しかし、午

後からのカリフラワーの葉折りは、腰を曲げての作業のため、疲れが残っていた。また、

翌日の日曜日には寺の行事があり、檀家役員のため、辺りが暗くなり始めたが今日中に寒

冷紗を貼ろうという焦りもあった。慣れと疲れ、焦りの中での作業になっていた。

右手で紐を引っ張り、左手は紐をつかんでいたため、鉄骨

に捕まることが出来ず、体が左側に落ちてしまった。

三脚は角度が70度とかなり急に立ててあったので、バラン

スが崩れやすかったと思われる。また、後ろ支柱が折れて、

前支柱の足置き場に後ろ支柱を引っ掛けて、三脚を立ててい

た。三脚の脚を置いたところは土で軟らかく、上から力をか

けると若干沈む状況にあり、右足を棧の右端においていたた

め、右手で紐を引っ張るときに右側に体重がかかり、三脚の

右脚が沈み込んで、右に倒れてしまった。ハウスの一番端に

紐を引っ掛けるため、三脚の角度を急にしていた。 伸び上がり、紐を引っかけ引い
て、脚立が転倒、本人転落。
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２．はしご

（１）はしご上で作業中、はしごが倒れた

２．はしご （１）はしご上で作業中、はしごが倒れた ① ６８

乾燥籾の貯留タンク移動工事で、貯留タンクに立てかけた梯子上での作業中、梯子

がずれ、バランスを崩し後ろ向きに2.4m下に墜落、腰椎、肋骨、腕骨折

（平成26年 8月下旬 午前9時頃、男性・61歳）

事故の概況

作業舎内の乾燥機の位置が東側壁に近く掃除が出来ない。そのため、壁との間隔を開け

るためには乾燥機の反対側の貯留タンクを移動する必要が生じ、作業所北側壁Ｃ鋼とタン

ク側Ｃ鋼を連結固定している箇所を切断する作業を実施した。1カ所目の作業は梯子がズ

レないように下で奥さんが押さえていたが2カ所目の作業時は別の用事があり現場におら

ず、単独作業となった。場

所は乾燥機・貯留タンク・

壁との間でゆとりが無く、

梯子を急勾配（約80度）・固

定なしの状態でタンクに立

てかけ、右足を壁のＣ鋼に、

左足を梯子に掛け作業中（足

の位置約2.4㍍の高さ）梯子

がズレ後方に落下、その際、

乾燥機の廃風送塵ダクトで

左脇腹を擦りながらコンク

リート床に落ち、背中を打

ち付けた。

背中を打ち付けたため一時呼吸困難になったがしばらくして自立歩行が出来たので、約

20㍍離れた自宅に戻り着替え、奥さんの運転で病院に行き、診察の結果緊急入院となった。

診察開始は午前11時。

事故原因と対策

貯留タンクは外枠が鉄骨コンパネ張り、梯子は以前の乾燥機付属品の鉄骨製で滑りやす

い状態。梯子を固定する場所が無くタンクに立てかけただけで使用したため、体の体重移

動をした時ズレ落下した。シーズン中は50石の乾燥機の上まで梯子を使用する機会が多く、

安全に対して気を遣わずにいた。そのため今回も梯子を使用するのに不用心になっていた。

また、いつもの年より早く稲刈り準備をして、余裕を持って秋作業に入ろうという焦り

が若干あったと思う。

その後、危ないと思ったら一時中断し改善してから再開するようになった。また、高所

作業時は安全帯・ヘルメットの着用を決断した。（本人談）

籾タンク移動のため、はしご（傾斜約80°)に足をかけ作業、
はしごがズレ、後方に墜落、腰椎、肋骨、腕等骨折

地上
2.6m
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２．はしご （１）はしご上で作業中、はしごが倒れた ② ６９

はしご上で２階天井の羽目板を移動中、はしごがずれ転落、左骨盤骨折・入院。

（平成15年 4月中旬 9時頃、男性・45歳）

事故の概況

自宅横の農業倉庫の２階にしまってある育苗箱（約2,000枚）を階下に降ろすため、籾

用の鉄製放冷タンクの装置の横桟に、乾燥機付属の梯子を立て掛けた。はしごを数段昇り、

階下と２階を仕切る羽目殺しの天井の1m真四角の床板を持ち上げ、向かって左にずらそう

としたとき、はしご上端が右にずれ始めた。仕切り板の周りにつかまるところもなく、は

しごと同じ方向に、はしごを持ったま

ま、右横倒しになった。

体が左に反転したと思うが、後ろ左

大腿部を強打。後頭部も打ったと思う

が、覚えていない。痛くて動けず、じ

っとコンクリート製の土間に横たわっ

ていた。

約５分後、朝食の後片づけのすんだ

母親が、農業倉庫に来て救急車を呼ん

でくれた。近くの人も、心配して駆け

つけてくれた。救急車で搬送されるま

で、横たわったままであった。救急車

で病院へ搬送され、左骨盤骨折（股関

節ひび）、そのまま入院した。頭部は

打撲のみであった。入院38日、通院２

日。

事故原因と対策

古い農業倉庫なので、何かと使い勝手が悪い。スライド式になっていない仕切り板(2階

の床板兼用)を、持ち上げて左側ずらそうとした反動で、はしごが右にずれた。家族が来

るまでに、2階の苗箱を降ろせるように段取りを急いでいた。朝いちばんの作業であり、

注意が不足していた。事故を起こしたはしごは、乾燥機に付属していた鉄製のもので、長

さも２ｍと短めで、かつ床接地面は狭く、加重をかけるのは不適切。立て掛けた籾の放冷

タンクも鉄製であったので、滑りやすかった。

事故後、はしごは長めのものを用いている。数年してから、フォークリフトを導入して、

出来るだけ資材の揚げ降ろしは、この機械を利用することとした。

乾燥機用の細
い、鉄製はしご
で、天井床板を
移動中、はしご
がずれて、転落。
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２．はしご （１）はしご上で作業中、はしごが倒れた ③ ７０

はしご上で２階の物をたぐり寄せたとき、はしごが倒れ転落。左腕骨折・通院治療

（平成21年 8月中旬 午後 2時半頃、男性・29歳）

事故の概況

古い倉庫から新しい農業倉庫に乾燥機を移設し、電線(200ボルト)、ダクトホースなど

を移動しているときの事故。

古い農業倉庫では、資材を仮置きしてお

くため、壁面の2.5mくらいの高さのいたる

ところにＨ鋼製の棚を設置していた。この

棚に、乾燥機用の2.5mの鉄製はしごを立て

掛け、電線を手元に手繰り寄せようとした

とき、はしごが左に倒れ、コンクリート床

面に、身体ごと倒れこんだ。右手に物を持

っていたので、左手で受け身をする状態で

左手を突いた。

床に転がったままにしていたら、たまた

ま来ていた人が、身体を起こしてくれた。

左手、胸、顔を強打したと思うが、痛くは

なく、そのまま片手で片付け作業を続けた。

20～30分後、左腕が腫れてきた。自車で

約15分の病院を受診。左前腕骨折、ギブス

で固定、治療、リハビリ。少し良くなって

から、自由の利く右手のみで作業をしてい

たために、右手が腱鞘炎になってしまった。

事故原因と対策

電線を手元に引き寄せようとした反動で、はしごが左にずれた。はしごは固定していな

かった。真夏の暑い時期でもあり、作業を急いでいた模様。暑いときの作業であり、注意

が不足していた。事故を起こしたはしごは、乾燥機に付属していた鉄製のもので、長さも

2.5mと短めであった。立て掛けた壁面の棚も鉄製であったので、滑りやすかった。

事故後、はしごを固定式にして、棚ごとに設置した。フォークリフトも利用するように

した。

乾燥機用の鉄製はしご上で、２階の電
線を引き寄せようとして、はしごが左
に倒れ、左腕を強打、左前腕骨骨折
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（２）はしごの片付け中、はしごが転倒

２．はしご （２）はしご片付け中、はしごが転倒 ７１

自宅近くの倉庫の屋根の点検が終了したので、2連はしごを畳もうとヒモを緩め自分

の方に倒そうとしたが、間違えてはしごが伸びて反対側に倒れ、はしごの1段目の踏み

ざんが左足を直撃し切傷した。 （平成26年 6月中旬 11時頃、男性・81歳）

事故の概況

倉庫の屋根の点検のため、4.3mある2連梯子を2段伸ばし、4.9mの屋根にかけた。点検終

了後、２連はしごをたたもうとした。畳むときは、いつも2連のはしごを最も短い状態に

し、自分の方に少しずつ倒しなが

ら下ろす。今回、短くしようとヒ

モを緩めたつもりが逆にはしごが

伸びる状態になり、そのため上に

重心が移動し、反対側に倒れそう

になった。逃げればよかったが、

倒れないようにはしごを持った。

その結果、倒れた瞬間、はしごの1

段目の踏みざんが左足に当たり負

傷。地下足袋、手袋着用。

昼、家に帰り、ズボンを脱ぐと

左足が切れていた。自宅から2kmの

診療所に自車で行き受診。4㎝ほど

切れていた。消毒し、4針縫合。そ

の後、ガーゼ交換などに通院し、1

週間後に抜糸した。

事故原因と対策

2連梯子はアルミ製で、今から40年ほど前に購入。使いにくさはあるが頑丈にできてい

る。430㎝という長さも魅力である。重さは18.8㎏だが、立てた状態で操作するのは困難。

梯子の下にゴムの滑り止めがついており、劣化はしていなかった。本人は、昼が近くなり、

早く終了しようと気が緩んだというが、仕事の始め、終了間際は注意が必要である。

2連梯子を畳むとき、ヒモを緩める必要があるが、伸びてしまう方向との区別を色分け

するなど見間違わないような工夫が必要である。

鉄骨関連の仕事をしたことがあるので、ヘルメットを着用することには慣れているが、

なぜか農作業には着用したことがない。今回の事故を機会に考えてみたい。携帯電話は持

っているが、農作業には携帯しないことが多いという。持っていたがために助かったとい

う事例をお話しする中から、携帯するように促した。最近は高いところの作業は、若いも

のに任せている。
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３．鎌

（１）作業中、手が滑り反対の手を切った

３．鎌 （１）作業中、手が滑り反対の手を切った ７２

りんご園でフラン病の樹皮を削り取っているとき、誤って削り取り用具の刃で左手

上腕末端部を受傷、入院。 （平成26年 2月上旬 午後3時頃、男性・29歳）

事故の概況

2月の寒い日だった。曇り空で今にも雪が降りそうな天気であった。りんごの剪定作業

時に、樹齢40～50年の直径35cmの樹の下から80cm部分にフラン病を発見、フラン病手術ナ

イフで樹皮を削除のため削っていて、手が滑り、その道具の逆の部分に付いている三角の

刃が左手上腕末端部に刺さった。ジャンパーを着ていたが、手袋と袖の部分が空いており、

そこに刃が当たった。作業は一人で行っていた。

刃が刺さった途端、血がどくどくと出た。慌ててハンカチで縛り、手で押さえた。たま

たま犬の散歩で通りかかった叔父が事故に気づき、救急車を手配。現場が畑であり分かり

ずらいと思い、途中の医

院で待ち合わせて、救急

車に乗った。近くの病院

に連絡をとってもらった

が、外科医が不在で、別

の病院に搬送。刃は骨ま

で到達していた。すぐに

手術、動脈が切れていた

ので処置には時間がかか

った。傷はかぎ裂きのよ

うに35mm×20mm、15針縫

合。入院は5日間。その

後、通院し抜糸した。破

傷風の予防注射もした。

事故原因と対策

寒い日で、もうそろそろ終わりにしようと考えていた矢先の事故であった。疲れもあっ

た。この剥ぎ取り器は、フラン病になった樹の樹皮を剥ぎ取るだけでなく、樹皮の奥に入

り込んだ病気の部分も取り除く必要性から、先端の尖った三角形の刃が逆の部分に付いて

いる。しかも剥ぎ取るときには、先端の尖った刃の方向に、力を加える必要があり、怪我

を起こす可能性がある。剥ぎ取りだけの道具と先端の尖った道具が別になったものもある

が、作業の関係上、両方が付いている方が具合がいいという。尖った部分に着脱が容易な

カバーを付けるとか、滑らないように、持ち手の木製の部分にラバーを張るなどの工夫が

必要である。

鋭利な三角形の刃

２月上旬の寒い日、剪定中リンゴのフラン病を削り
とる道具で、樹皮を削りとっていて、手が滑り、刃
の反対に付いている三角形の刃で、左手を切った。
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（２）作業中、鎌を踏んだ

３．鎌 （２）作業中、鎌を踏んだ ７３

山側の畑の周辺にある網の柵周りの除草作業をしているとき、落としてしまった鎌

の上に乗り、左足を負傷した。 （平成26年 8月下旬 12時頃、男性・79歳）

事故の概況

午前10時ころから畑の周りに廻らされている鹿や猪除けの網の周辺を除草するため、山

側の畑に出かけた。バラや藤の蔓などもあったので、刈払機と鎌を交互に使って除草。12

時近くになり、刈払機を置き、鎌を探したが、どこに置いたか見当たらなかった。草むら

を探すうちに土手の傾斜で長靴のなかで足が左を下に偏った。そこに鎌があり、刃が上面

を向いたところに左足が乗った。厚い靴底部分ではなく、ゴムの薄い横面が刃に触れ破れ、

鎌の刃で左足の小指部分を切った。土手は20度の傾斜があった。

切れた足を手拭いで縛り、軽トラ

ックのところまで歩いていき、1km

の自宅まで、自車5分で帰宅。廊下

を歩くと、血がボタボタと落ちた。

すぐに病院の救急外来を受診。切り

口は約6cm、6針縫った。約3か月経

った現在では、ほとんど傷は消えた。

事故原因と対策

網はポールや鉄杭、立木の檜など

固定しているが、周辺の除草は大変。

刈払機に網が引っかかると取り外すのに一苦労。そこで鎌が必要になる。

鎌は出かける前に、必ず研ぐ。グラインダーで荒砥をし、仕上げ用砥石で砥ぐ。鎌は柄

の長さ36㎝、刃の幅35mm、長さ19㎝であった。鎌は夫婦別々に管理し、保管している。

今回の事故の直接原因は鎌であるが、落とした鎌が見つけずらいことが問題である。今

回の事故を機会に鎌の柄の色が木そのもので着色がされておらず、落としたときに全く分

からない。事故後は、鎌の柄に赤いリボンをつけ、落としても分かりやすいように工夫し

た。確かに、リボンだけでなく虎柄や反射板などを巻くなどの工夫も効果があると考えら

れる。

鎌の柄は、草むらの中に入ると、発見しにくい。黄色や赤な
どの柄模様などをつけることで、置き忘れなどの時に発見
しやすくなる。一般的な対策として市販品に工夫が欲しい。
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４．一輪車

４．一輪車 －傾いた一輪車を修復しようと脚に力を入れて－ ７４

花の苗を専用の運搬車（一輪車）で運んでいて、ビニールハウスの入口付近にあっ

た水撒き用ホースを巻き取る筒を避けようとして、傾いた一輪車を立て直そうとした

とき左膝がぎくっとなった。 （平成22年 5月下旬 午前中、女性・55歳）

事故の概況

花のケースには４×

６列の２４鉢が入る。

このケースを６つ専

用の一輪車に乗せ、

ビニールハウスから

車の方に向かって運

んでいた。ハウスの

出口付近にある散水

用のビニールホース

を巻き取る筒が設置

してあるが、そこに

ぶつかりそうに一輪

車が左に傾いたので、

転ばせてはいけないと左足を思いっ

切り踏ん張ったとき、ぎくっとなり、

捻挫。

整骨院に通い、電気治療を施して

もらったが一向に良くならず、総合

病院を受診した。膝にたまった水を

抜いてもらった。軟骨がすり減って

いると言われた。半年ぐらい正座が

できなかった。その後健康のために

と歩いたが運悪く転んで怪我をした。

事故原因と対策

水田作業や花の苗管理作業など忙しい時期で焦りもあった。

コンテナカーは荷物をうまく積みバランス良く運搬できるときは、それほど負担ではな

い。今回のように入り口付近にあったホースの巻き上げ筒にぶつかりそうになり、それを

避けようとしてバランスを崩したときが危ない。少しでも傾くと、それを修復するには力

が必要になり、足に大きな負担がかかってしまった。

荷物を積む段階からバランスを考慮する必要がある。

右手前のホースの巻き取り器を避けようとして、一輪車
が傾いたので修復しようと足に力を入れ、左膝捻挫。
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５．背負い式散布器

５．背負い式散布器 ７５

自宅から700ｍにある水田で、背負い式の散布機を用いて肥料を散布したとき膝を痛

めた。突然痛くなったわけではないが、じわじわと痛みが増してきた。半月板損傷

（平成25年 4月下旬 13時頃、男性・65歳）

事故の概況

4月、80aの水田に背負い式の散布機で元肥を散布した。散布機の重さは1.3kg、プラス

１袋20㎏の肥料を入れて、足場の悪い荒起こしの土くれの上を歩いて散布。80aで48袋を

背負う。7月には穂肥を、水田の中を水田長靴を履いて散布。この時は動力散布機9.1ｋｇ

に肥料を5～6㎏を入れる。均一に薄く撒くために、適度な散布スピードが要求され、以前

につくった足つぼにはまったり、足を取られ、膝への負担が大きくなる。

肥料散布をした日に突然膝が痛くなったというわけではないが、じわじわと痛みが押し

寄せてきた。夜、寝ているとき、足がうまく動かず、手を添えて起き上がることもあった。

歩くことはそれほど苦痛ではなかった。足を痛めたと感じてから約1年後の2月に受診。レ

ントゲン写真、ＭＲＩを撮り、半月板損傷と診断され、内視鏡で手術。下半身麻酔で約1

時間の手術。その後冷やして湿布し固定。翌日からリハビリ。5日間の入院。その間、史

上初という大雪。ビニールハウ

スは倒壊。その除雪作業に追わ

れた。重いものは持つなと言わ

れたが、雪を軽トラックに乗せ

畑に運ぶ作業は結構きつかった。

その影響もあり、2月、3月は本

調子にならず。体の油が切れた

ような状態だった。その後、屈

伸運動などのリハビリをし、手

術から10か月後の現在はほぼ治

ったように感じているという。

事故原因と対策

４月の水田は、土がごろごろと転がっており足場が悪く、重い物を背負っての肥料散布

は、膝に大きな負担がかかる。穂肥の散布もきつい。狭い水田であれば、畦からの動噴に

よる散布も可能だが、広い水田の場合、中に入っての作業が必要になる。共同で肥料散布

機の導入も一案である。

農作業が始まる前の2月頃から、足の筋肉を鍛えておく必要があると思い、毎日40分ぐ

らいの足早のウオーキングをしている。決まった時間ではないが、その日の都合で、朝で

あったり、昼や夕方のときもある。食事などにも気を付けながら、体力の維持も重要と考

えている。

背負い式散布器 動力散布器

春先、背負い式散布器に20kgの基肥を入れて、８０ａ、48袋を散
布、荒起こし後に散布。また、７月に動力散布器に追肥を6～8kg
を入れて、水田の中を散布、膝に負担がかかり、半月板損傷
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６．工具

６．工具 －プライヤー ７６

サラダ油缶の金属の蓋を開けようとしたら、うまく開かず金属の蓋が半分で切れて

しまったため、手袋を脱ぎプライヤーで引っ張ったところ、押さえていた左手親指の

付近をざっくりと切ってしまった。 （平成25年10月下旬 9時頃、男性・30歳）

事故の概況

大豆の収穫時、大豆コンバインの注油には、エンジ

ン部分以外、ベルトを含めてすべてサラダ油を使用し

ている。当日サラダ油の一斗缶を、作業場で蓋を開け

ようとした。マイナスドライバーで外のカバーを外そ

うととしたが外側の金属が半分のところで切れた。そ

こで、両手とも手袋を外し、左手で蓋の周りを押さえ、右手に持ったプライヤーで残りの

金属を思い切り引っ張った。そのとき蓋が開いた勢いで金属が左手親指付近をえぐった。

周囲にいた仲間にすぐ病院へ行く

ように言われ、自宅に帰り、15分の

ところにある病院へ家族に送っても

らった。左手親指周辺挫滅創。傷は7.

5ｃｍに及び、9針縫った。破傷風の

予防注射をし、痛み止め、化膿止め

が処方された。翌日、その後は数日

おきに通院し、抜糸は2週間後。当日

はあまり痛みを感じなかったが、翌

日に痛みを感じた。1年5ヶ月を経過

した現在は、とくに違和感はないが

見た目には何とも痛々しい。

事故原因と対策

金属の外蓋が途中で切れてしまった。そのため、プライヤーを用いて開けざるを得なか

った。現在は、金属ではなく硬質プラスチック素材の蓋もあるので、改善が必要である。

また、防護用に溶接用豚皮製手袋をしていたが、細かい作業には不適当だと思い脱いでし

まった。右手だけ脱ぎ、左手は着用していれば今回の事故は防げたのではないかと考えら

れる。この手袋は入り口が広くなっており、容易に履くことができ、脱ぎやすいのも特徴

であった。なお、安全靴はいつも履いている。普段履くことによって違和感もなく、安心

感があるのがいいという。小さいときからよく怪我をしたという。

一斗缶の蓋は、左のようにドライバーで外周
の蓋をはずし、右のように中蓋を押せば開く。

ドライバーで一斗缶の外周の蓋を開けようとしてが、途中で切れてし
まったので、プライヤーで引きはがそうとして、勢い余って左手親指周
辺を切り裂いた。元々厚手の手袋をしていたが、この時、両方の手袋
を脱いでしまった。（一斗缶の油缶で再現）
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６．工具 －ハンマー－ ７７

大雪でつぶれたパイプハウスの修理中、ハーケン用ハンマーで上向きにパイプを叩

いていて、右肘を捻挫した。 （平成26年 4月中旬 10時頃、男性・66歳）

事故の概況

2月の大雪の時、たまたま県外の直売所視察で家を不在にしていた。その間大雪でパイ

プの中央が地面につくまでにＭ状につぶれてしまった。4月になって、色々な野菜の種ま

きのため新しい資材を注文したが間に合いそうもなく、自分で修理せざるを得なかった。

Ｍ字型に曲がった中央のパイプは車のジャッキを使いながら持ち上げた。横の曲がった

パイプは、ハンマーで叩きながら修正していた。4段の4脚脚立の2段目（地面から60ｃｍ）

に足を乗せて、上向き姿勢という不自然な形で、力いっぱいハンマーを叩こうと右手を上

げたときに、右肘を捻挫した。

湿布をしたり、ピップエレキバンなどを貼って様子をみていたが、5月の農作業の忙し

さに比例して痛みが増してき

た。5月下旬に、3ｋｍほど離

れたところにある行きつけの

接骨院を受診。電気治療をし

た。少しずつ良くなるような

気がして、毎日通った。1か

月ほどすると痛みも引いた。

続けて治療したことがよかっ

た。7か月経過した現在は、

肘が少し痛いぐらいでほぼ完

治した。寒さが厳しくなった

からと言って、痛みが増すこ

とはない。

事故原因と対策

とにかく、やり慣れない作業であった。学生時代に使ったハーケン用のハンマーを探し

使った。ハンマーは全長28㎝、握り手部分の直径30㎜、太いところは35㎜、叩く部分は高

さ35㎜、幅80㎜、重さは690gであった。久しぶりに使い、その使いやすさを実感するとと

もに、重く感じてきた。さらに、丸いパイプに滑らずにハンマーを当てなければならず、

肘に負担がかかってしまった。専門家に頼んだが忙しいと断られ、自分でせざるをえなか

った。パイプの直径は22㎜の標準タイプ。33㎜のパイプハウスでもつぶされた。きちんと

体制を整え、楽な姿勢で行えばよかった。

長さ28cm、重さ690gのハンマーで、上向き
でかなり無理な姿勢での作業。右肘を痛めた。


